
戦前、日本最大の各務ヶ原飛行場には、隣接して飛行機の組立工場や整備工場が建ち並びました。鉄道、 
社宅や病院も整い那加町.蘇原町.鵜沼町の人口は急増し、現在の各務原市に繋がる街が形成されました。
しかし、この街は激しい空襲に遭いました。時代が、戦争という方向を尚いていたのです。戦争の恐怖 

や悲しみは、今日も決して忘れ去ることはできません。
一方、終戦後の日本では、それまで最強のWを作るべく軍備に向けたあらゆる力を、今度は科学や文化、 
産業の向上へ向ける、そして平和な先進国である誇りをもって世界と互角に歩もうとする希望が、人々の 

心に芽生え始めたと思います。
各務原市の戦後70年は、空襲で破壊された街から逞しく復興を遂げ、新しい都市を築き、再び航空宇宙 

産業を発展させるに至る歴史を物語っています。
来場者の皆様には、この特別企画展をとおして、各務原市だからこそ語れること、誇れることを実感し 

ていたた'ければ幸いです。

平成27年度特別企画展 期間平成27年8月8日（土） 
〜8月16日（日）

戦後70年

明Rの各務原市へ 技術
復興

手和

9:30〜17:00 （入場は16：3〇まで）

会場産業文化センター1F
あすかホール

S w時史マイスター
私たちが、展示をご案内します。

会場配布資料 
平成27年8月8日発行

各務原市歴史民俗資料館
お問い合わせ先058-379-5055

本展では、飛行場の名称を「各務ヶ原飛行場」という表記に統一しています。 '
鉄道の駅名•路線名は分かリやすく現在の名称で表記しています。
施設の名称や配置については推定で表記してある部分があります。
背景写真は米軍撮影の昭和23年の航空写真（国土地理院蔵）を使用しています。 命
小山澄人氏から情報協力をいたたきました。

川崎航空機工業（北工場）
航空機工業養成ェ修練道場

川崎航空機雄飛ヶ丘社宅

川崎航空機工業（中工場）1 '
川崎運動場/ .内 t ^I義ユ-々一—…
一一一一一 各務原市役所爺敷- .争.

市民:1^，;^⑽務原市役所-，.'..一:-
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川崎航空機楠町社幸各務原運動場 撕

川崎航空機工業（南工場）
陸軍航空廠技能者養成所
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川崎航空機エ- 
（全組•整備工場）三菱重工業（整備工場）
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'! ^ 岐阜陸At空整備学校第二教育41［西校）

（旧飛行第一連隊）

岐阜陸軍航空整備学校第一教育隊（東校）麻 
._（旧飛行第二連隊）
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出典：『各務原市民の戦時記録』各務原市戦時記録編集委員会編

明治27年(1894)〜昭和33 (1958)各務原のできごと
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4
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4
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宮
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、
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飛
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、
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合
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、
三
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野
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、
蘇
原
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7
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村
古
市
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衛
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組
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き
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軍
演
習
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で
、
三
ッ
池
西
端
か
ら
発
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し
た
砲
弾
が
更
木
村
上
 

戸
に
達
し
た
た
め
、実
弾
演
習
が
中
止
さ
れ
る

明
治
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村
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若
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銀
行
創
立
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那
加
高
等
小
学
校
の
授
業
料
細
則
が
で
き
る
 

明
治
35前
官
農
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補
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学
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設
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さ
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す
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木
農
業
補
習
学
校
、各
務
農
業
補
習
学
校
、中
屋
村
農
業
補
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六
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学
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設
置
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る
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九
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6
桐
野
に
陸
軍
墓
地
で
き
る
 

11那
加
信
用
購
買
組
合
設
立

10蘇
原
青
年
会
支
部
、古
市
場
■

島
崎
■

飛
鳥
の
夜
学
会
会
則
が
で
き
る

那
加
裁
縫
補
習
学
校
が
設
置
さ
れ
る
 

新
加
納
青
年
会
が
会
則
を
定
め
る

8
鵜
沼
村
耕
地
整
理
組
合
が
設
立
さ
れ
る

鵜
沼
村
、小
学
校
西
に
新
役
場
を
建
設
し
て
移
転

蘇
原
農
業
補
習
学
校
が
付
設
さ
れ
る
 

各
務
ヶ
原
飛
行
場
の
地
な
ら
し
工
事
が
始
ま
る

鵜
沼
農
業
補
習
学
校
裁
縫
専
修
科
が
廃
さ
れ
、鵜
沼
農
業
補
習
学
 

校
女
子
部
が
設
置
さ
れ
る

モ
式
四
型
飛
行
機
3

機
が
所
沢
か
ら
途
中
無
着
陸
で
各
務
ヶ
原
飛
 

行
場
に
到
着

各
務
ヶ
原
飛
行
場
の
開
設
式
挙
行
 

那
加
商
業
組
合
設
立

各
務
ヶ
原
飛
行
場
(

鵜
沼
)

に
航
空
第
二
大
隊
移
駐

フ
ラ
ン
ス
航
空
教
育
団
12名
来
訪
(

航
空
第
二
大
隊
)

飛
行
機
見
学
の
た
め
参
集
し
た
見
学
者
が
乗
り
込
ん
だ
木
曾
川
渡
 

船
場
の
船
が
重
量
才
—
バ
I
の
た
め
沈
没
。7
人
の
死
者
が
出
る

名
古
屋
憲
兵
隊
の
分
遣
所
が
鵜
沼
大
伊
木
地
区
に
開
設
 

内
国
通
運
会
社
の
支
店
が
、那
加
に
開
設
 

航
空
事
故
防
止
の
た
め
の
陸
軍
大
臣
訓
示
が
伝
達
さ
れ
る
 

蘇
原
村
で
小
作
争
議
発
生
(

同
9

年
4

月
解
散
)

各
務
村
で
小
作
争
議
発
生
(

自
然
消
滅
)

那
加
に
稲
葉
繭
糸
が
設
立
さ
れ
る
 

航
空
第I

大
隊
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加
に
移
駐

陸
軍
航
空
本
部
補
給
部
各
務
原
支
部
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蘇
原
村
字
野
村
に
創
設

新
加
納
で
林
英
市
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清
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醸
造
場
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の
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す
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各
務
ヶ
原
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開
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納
駅
に
て
高
山
線
開
 

通
式
挙
行
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尋
常
小
学
校
で
報
徳
会
の
講
話
を
行
ぅ
 

航
空
第I

大
隊
内
に
航
空
第
三
大
隊
編
成
さ
れ
る
 

名
古
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憲
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隊
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遣
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務
原
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転
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立
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隊
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郡
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徳
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て
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野
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訓
練
所
設
置
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務
原
鉄
道
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給
部
前
〜
二
連
隊
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(
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電
各
務
原
)

間
開
通
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屋
電
気
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山
橋
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鵜
沼
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開
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新
加
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支
店
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に
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転
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支
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出
張
所
と
な
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野
畑
の
代
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県
知
事
へ
境
川
放
水
路
工
事
の
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報
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付
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い
提
出

三
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内
燃
機
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古
屋
製
作
所
各
務
原
格
納
庫
(
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整
備
工
場
)

設
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務
原
鉄
道
、安
良
田
町
〜
新
鵜
沼
間
全
通

苧
ヶ
瀬
駅
近
く
に
各
務
原
球
場
が
で
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る

川
崎
造
船
所
飛
行
機
製
作
工
場
9

千
86坪
の
拡
充
が
な
さ
れ
る

蘇
原
銀
行
が
関
興
業
銀
行
、野
々
村
銀
行
を
吸
収
し
、十
六
銀
行
、 

大
垣
共
立
銀
行
と
と
も
に
県
下
三
大
銀
行
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る

岐
阜
〜
那
加
間
に
市
外
電
話
回
線
開
通
 

新
境
川
開
削
起
工
式

三
菱
内
燃
機
名
古
屋
製
作
所
各
務
原
格
納
庫
が
三
菱
航
空
機
 

名
古
屋
製
作
所
各
務
原
格
納
庫
と
改
称

各
務
原
鉄
道
、長
住
町
へ
の
進
出
が
実
現
し
、全
線
の
開
通
 

日
本
赤
十
字
社
岐
阜
支
部
蘇
原
村
少
年
赤
十
字
団
結
成
 

荒
田
川
、境
川
に
河
川
法
施
行
 

陸
軍
航
空
本
部
補
給
部
各
務
原
支
部
創
立
10周
年
祭
(

春
)

新
境
川
放
水
路
竣
工
式

各
務
原
鉄
道
の
親
会
社
が
、名
岐
鉄
道
と
な
る

蘇
原
銀
行
が
取
付
け
騒
ぎ
を
お
こ
し
倒
産

陸
軍
航
空
本
部
補
給
部
各
務
原
支
部
に
見
習
エ
制
度
が
で
き
る

飛
行
第
一
連
隊
一
個
中
隊
約
1
5
 

0

名
上
海
に
出
動
 

各
務
原
総
合
運
動
場
が
那
加
村
に
開
場

各
務
原
高
等
飛
行
学
校
が
川
崎
造
船
所
飛
行
機
部
各
務
原
分
 

工
場
敷
地
内
に
開
校

那
加
村
、村
有
地
の|

部
約
70町
歩
を
村
民
に
売
却

蚕
業
試
験
場
が
那
加
村
に
移
転

前
後
を
精
神
作
興
週
間
及
び
克
己
日
と
す
る

三
菱
航
空
機
名
古
屋
製
作
所
各
務
原
格
納
庫
が
三
菱
重
工
業
 

名
古
屋
航
空
機
製
作
所
各
務
原
格
納
庫
と
改
称

那
加
村
で
丸
通
合
同
運
送
店
が
誕
生
し
、荷
馬
車
と
ト
ラ
ッ
ク
 

を
併
用
し
て
荷
物
輸
送
に
当
た
る
よ
ぅ
に
な
る

鵜
沼
村
、国
際
連
盟
脱
退
満
2

周
年
を
記
念
し
、詔
書
奉
読
式
開
催

各
務
原
鉄
道
が
名
岐
鉄
道
に
合
併
さ
れ
、名
岐
鉄
道
各
務
原
線
 

と
な
る

那
加
農
業
青
年
学
校
開
校

陸
軍
航
空
本
部
補
給
部
各
務
原
支
部
が
昇
格
し
、各
務
原
陸
軍
 

航
空
支
廠
と
改
称
さ
れ
る

第I

飛
行
団
司
令
部
が
各
務
原
に
置
か
れ
る

川
崎
造
船
所
飛
行
機
部
1
万
4

千
坪
拡
張
、神
戸
の
機
体
工
場
 

を
移
転

大
日
本
国
防
婦
人
会
各
務
村
分
会
結
成
 

川
崎
造
船
所
飛
行
機
部
各
務
原
分
工
場
が
各
務
原
工
場
に
改
称
 

飛
行
第
二
連
隊
、日
中
戦
争
に
参
戦
 

各
務
原
精
機
製
作
所
竣
工

川
崎
航
空
機
工
業
が
川
崎
造
船
所
よ
り
独
立
し
、川
崎
航
空
機
 

工
業
各
務
原
工
場
設
立

雄
飛
ヶ
丘
、旭
地
区
に
川
崎
航
空
機
の
社
宅
が
完
成
 

那
加
小
学
校
駅
前
分
教
場
開
校
 

各
務
郵
便
局
が
苧
ヶ
瀬
郵
便
局
と
改
称
 

熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
が
二
連
隊
内
に
併
設
さ
れ
る

飛
行
第
一
連
隊
■

飛
行
第
二
連
隊
が
、そ
れ
ぞ
れ
飛
行
第
一
戦
 

隊
•

飛
行
第
二
戦
隊
と
改
称
さ
れ
る

那
加
尋
常
高
等
小
学
校
校
庭
で
戦
死
者
の
村
葬
 

各
務
原
郵
便
局
が
、各
務
原
二
連
隊
前
郵
便
局
と
改
称
 

川
崎
航
空
機H

業
各
務
原
工
場
が
岐
阜
工
場
に
改
称
 

公
設
那
加
消
防
組
を
那
加
警
防
団
に
改
組
 

私
立
川
崎
航
空
機
岐
阜
青
年
学
校
開
校

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
勃
発
に
伴
い
、
飛
行
第I

戦
隊
に
臨
時
動
員
令
 

が
下
り
'
 

6
月
4
日
那
加
駅
を
出
発
、満
州
ハ
ル
ピ
ン
に
移
動
し
、 

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
参
加

各
務
原
陸
軍
航
空
支
廠
が
陸
軍
航
空
廠
各
務
原
支
廠
と
改
称
 

那
加
村
村
会
に
町
制
施
行
に
関
す
る
議
案
が
出
さ
れ
る

那
加
村
、蘇
原
村
一
円
を
区
域
と
す
る
各
務
原
防
諜
防
犯
協
 

会
の
発
会
式

各
務
原
二
連
隊
前
郵
便
局
が
大
伊
木
か
ら
各
務
原
に
移
転
、 

各
務
原
駅
前
郵
便
局
と
改
称
さ
れ
る
 

飛
行
場
が
東
方
に
拡
張
 

那
加
町
制
施
行

蘇
原
停
車
場
設
置
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
、国
鉄
蘇
原
駅
設
 

置
願
い
を
、内
閣
総
理
大
臣
、鉄
道
大
臣
、陸
軍
大
臣
に
出
す

那
加
第
二
尋
常
小
学
校
開
校

陸
軍
航
空
廠
各
務
原
支
廠
に
教
育
隊
が
編
成
さ
れ
、三
ッ
池
区
 

の
新
宿
舎
に
全
員
入
舎
す
る

陸
軍
航
空
廠
各
務
原
支
廠
教
育
隊
が
養
成
隊
に
改
称
さ
れ
る

飛
行
第
二
戦
隊
が
第I

戦
隊
跡
へ
移
駐

熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
各
務
原
分
教
場
よ
り
岐
阜
陸
軍
飛
行
学
 

校
が
独
立

米
穀
配
給
統
制
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、I

般
消
費
者
に
対
す
る
 

米
穀
の
配
給
は
12月
以
降
平
均
1
人
当
た
り
一
日
消
費
量
2
合
 

6
勺
の
割
合
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

鉄
道
大
臣
の
決
裁
に
よ
り
蘇
原
駅
の
設
置
が
決
定

陸
軍
航
空
廠
各
務
原
支
廠
が
再
び
各
務
原
陸
軍
航
空
支
廠
に
改
 

称
さ
れ
る

川
崎
航
空
機
工
業
で
、産
業
報
国
青
年
隊
が
結
成
さ
れ
る
 

蘇
原
駅
の
起
工
式
が
行
わ
れ
る

那
加
町
で
は
、
駅
前
地
区
の
小
商
工
業
者
が
経
済
統
制
の
影
響
 

を
受
け
て
、企
業
の
合
同
を
し
た
り
、業
務
の
全
部
ま
た
は
一
部
 

を
休
業
す
る
よ
う
に
な
る

那
加
町
で
戦
死
者
の
町
葬
を
年
間
6

回
に
わ
た
つ
て
挙
行
す
る

那
加
町
で
町
営
上
水
道
敷
設
工
事
起
工
式
が
行
わ
れ
る

那
加
町
で
中
等
学
校
を
建
設
す
る
こ
と
を
可
決
し
た
が
、戦
局
 

の
苛
烈
化
に
よ
り
実
現
せ
ず

各
務
村
で
、愛
国
婦
人
会
、連
合
婦
人
会
、大
日
本
国
防
婦
人
 

会
の
3

団
体
を
統
合
し
、大
日
本
婦
人
会
結
成

各
務
原
地
域
の
各
町
村
は
、伊
奈
波
地
方
事
務
所
の
管
内
に
含
 

ま
れ
る
こ
と
に
な
る

国
鉄
蘇
原
駅
設
置
祝
賀
式
が
お
こ
な
わ
れ
る

配
給
物
資
の
極
度
の
不
足
と
闇
価
格
の
暴
騰
が
人
々
の
生
活
を
 

苦
し
め
る
よ
ぅ
に
な
る

各
務
原
陸
軍
航
空
支
廠
が
各
務
原
陸
軍
航
空
廠
に
改
称
さ
れ
る

岐
阜
陸
軍
航
空
整
備
学
校
が
、第
二
戦
隊
■

岐
阜
陸
軍
飛
行
学
 

校
跡
地
(

鵜
沼
)

に
設
置
さ
れ
る

国
道
舗
装
工
事
竣
工
祝
賀
式
が
行
わ
れ
る
(

軍
事
輸
送
力
強
化
 

の
た
め
の
中
山
道
改
良
工
事
)

鵜
沼
村
役
場
、村
民
に
ラ
ジ
オ
受
信
機
規
制
に
つ
い
て
回
覧
板
で
 

通
達

蘇
原
村
、町
制
を
施
行
し
て
蘇
原
町
と
な
る

飛
行
第
二
戦
隊
満
州
に
移
駐
、跡
地
(

那
加
)

に
第
一I

〇
教
育
 

飛
行
連
隊
設
置
さ
れ
る

岐
阜
陸
軍
航
空
整
備
学
校
分
校
(

西
校
)

が
那
加
に
増
設
 

鵜
沼
国
民
学
校
で
、国
旗
掲
揚
塔
、奉
安
殿
の
鉄
柵
を
供
出
す
る
 

鵜
沼
村
が
町
制
で
鵜
沼
町
と
な
る

岐
阜
高
等
農
林
学
校
卒
業
式
(

12/
1
学
徒
出
陣
を
前
に
控
え
 

て
繰
り
上
げ
卒
業
)

川
崎
徴
用
エ
入
所
式
が
行
わ
れ
る

岐
阜
高
等
農
林
学
校
で
学
徒
出
陣
51名
の
壮
行
式
が
行
わ
れ
る
 

那
加
町
で
防
空
防
火
訓
練

陸
軍
航
空
整
備
学
校
第
一
、第
二
教
育
隊
、飛
行
団
司
令
部
、教
 

育
戦
隊
、航
空
本
部
監
督
班
な
ど
の
部
隊
が
相
次
い
で
生
ま
れ
る

蘇
原
町
で
、食
糧
増
産
対
策
事
業
と
し
て
、土
地
改
良
に
関
す
 

る
議
案
が
町
会
に
提
出
さ
れ
る

那
加
町
、鵜
沼
町
に
農
業
会
が
設
立
さ
れ
る
(

食
糧
供
出
を
担
 

当
す
る
よ
ぅ
に
す
る
)

岐
阜
高
等
農
林
学
校
、岐
阜
農
林
専
門
学
校
と
改
称

蘇
原
国
民
学
校
高
等
科
第
二
学
年
学
童
、各
務
原
精
機
製
作
所
 

に
動
員
学
徒
と
し
て
入
所

那
加
町
で
は
、
13回
に
わ
た
り
町
葬
が
実
施
さ
れ
る
 

校
庭
の
開
墾
作
業
始
ま
る

新
加
納
の
中
山
道
で
、国
と
川
崎
航
空
機
の
共
同
負
担
で
バ
イ
 

パ
ス
が
で
き
る

川
崎
航
空
機
工
業
の
疎
開
工
場
の
建
設
が
着
手
さ
れ
る
 

蘇
原
国
民
学
校
で
は
、中
部
第
一
八
八
部
隊
の
宿
舎
と
し
て
'

 

二
階
建
て
校
舎
1
棟
と
裁
縫
室
を
貸
す
 

更
木
国
民
学
校
で
、運
動
場
が
開
墾
さ
れ
、甘
藷
の
植
え
付
け
 

が
行
わ
れ
る

米
軍
B

29爆
撃
機
飛
来
、蘇
原
町
持
田
地
内
に
爆
弾
を
投
下
 

航
空
廠
の
疎
開
始
ま
る
 

那
加
町
役
場
、防
空
用
の
退
避
壕
を
作
る
 

P
51銃
撃

B
29が

49機
飛
来
、
2
 

t
 

■

1
1
 ■

 

5
百

kg爆
弾
で
那
加
駅
前
及

 

び
川
崎
航
空
機
工
業
付
近
の
工
場
群
、
各
務
原
駅
周
辺
を
爆
撃
 

多
数
の
死
傷
者
'
 

被
害
家
屋
出
る

B
29が
1
1
4
機
飛
来
、川
崎
航
空
機
工
業
や
航
空
廠
な
ど
を
中

心
と
す
る
各
務
原
の
航
空
機
生
産
基
地
は
大
爆
撃
を
受
け
て
、

ほ
と
ん
ど
壊
滅
状
態
に
陥
る

各
務
原
飛
行
場
で
特
攻
隊
員
の
養
成
が
行
わ
れ
る

B

29焼
夷
弾
投
下

P
51銃

撃

戦
爆
連
合
銃
撃

グ
ラ
マ
ン
銃
撃

P
51、
グ
ラ
マ
ン
銃
撃

各
務
ヶ
原
飛
行
場
閉
鎖
、占
領
軍
が
各
務
原
へ
進
駐
 

川
崎
航
空
機
工
業
岐
阜
工
場
、連
合
軍
に
接
収
 

接
収
解
除

鵜
沼
地
区
の
旧
陸
軍
飛
行
場
跡
地
に
93名
が
入
植
営
農
を
開
始
 

各
務
原
開
拓
団
創
設
さ
れ
る

川
崎
航
空
機
工
業
岐
阜
工
場
が
社
名
を
川
崎
産
業
岐
阜
工
場
 

と
改
め
る

各
務
村
、第
一
回
農
地
委
員
会
を
開
く

那
加
■

蘇
原
■

各
務
■

前
官
■

共
和
、鵜
沼
中
学
校
開
校
(

新
制
)

岐
阜
区
裁
判
所
那
加
出
張
所
を
岐
阜
司
法
事
務
所
那
加
出
張
 

所
と
改
称

那
加
町
消
防
団
結
成

那
加
町
立
那
加
高
等
学
校
(

定
時
制
)

発
足

那
加
町
警
察
が
発
足

更
木
村
農
業
協
同
組
合
設
立
さ
れ
る

那
加
高
等
学
校
開
校
、の
ち
県
立
稲
葉
高
等
学
校
と
改
称
す
る

鵜
沼
第
二
小
学
校
開
校

岐
阜
農
林
専
門
学
校
、岐
阜
大
学
岐
阜
農
林
専
門
学
校
と
改
称

さ
つ
ま
い
も
の
統
制
が
廃
止
さ
れ
、各
務
原
の
栽
培
品
種
、岐
阜
 

農
林
1

号
へ
一
斉
切
替
え
と
な
る

各
務
原
元
軍
用
地
払
下
に
つ
い
て
、合
同
評
議
会
開
か
れ
る

那
加
第
三
小
学
校
設
立
 

那
加
町
商
工
会
設
立

川
崎
航
空
機
岐
阜
製
作
所
で
、
戦
後
初
の
国
産
軽
飛
行
機
 

マ
<
_
|

第
1
号
機
}

完
成

新
た
に
米
国
海
兵
隊
約
1
万
2
千
人
駐
留

川
崎
岐
阜
製
作
所
が
吸
収
合
併
に
よ
り
、川
崎
航
空
機
工
業
岐
阜
 

製
作
所
と
改
称

稲
葉
郡
更
木
村
■

前
官
村
、
羽
島
郡
中
屋
村
の
三
村
合
併
、稲
 

葉
郡
稲
羽
町
が
成
立

稲
葉
郡
鵜
沼
町
、各
務
村
を
吸
収
合
併
す
る
川
崎
病
院
が
 

東
海
中
央
病
院
と
な
る

米
陸
軍
部
隊
•

岐
阜
キ
ャ
ン
プ
撤
退

米
軍
岐
阜
キ
ャ
ン
プ
日
本
人
労
働
者
の
多
く
が
解
雇
さ
れ
る

都
築
紡
績
鵜
沼
工
場
が
建
設
さ
れ
、操
業
開
始

町
立
那
加
高
等
学
校
、県
立
稲
葉
高
等
学
校
と
な
る
 

米
軍
キ
ャ
ン
プ
岐
阜
(

那
加
基
地
)

全
面
返
還
さ
れ
る
 

航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
が
発
足
 

東
海
中
央
病
院
が
開
院
す
る

(
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